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1.  平成23年5月期第2四半期の業績（平成22年6月1日～平成22年11月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年5月期第2四半期 28,598 30.6 4,257 130.0 4,178 128.6 2,373 128.7
22年5月期第2四半期 21,900 △17.9 1,850 455.9 1,828 841.7 1,037 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年5月期第2四半期 9,882.18 ―
22年5月期第2四半期 4,507.26 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年5月期第2四半期 35,929 18,695 52.0 78,328.11
22年5月期 28,834 16,962 58.8 70,558.79

（参考） 自己資本   23年5月期第2四半期  18,695百万円 22年5月期  16,962百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  有   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年5月期 ― 500.00 ― 2,200.00 2,700.00
23年5月期 ― 1,500.00
23年5月期 

（予想）
― 2,000.00 3,500.00

3.  平成23年5月期の業績予想（平成22年6月1日～平成23年5月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 60,000 28.2 7,157 33.0 7,000 31.1 3,981 27.0 16,630.34



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年5月期2Q 240,400株 22年5月期  240,400株
② 期末自己株式数 23年5月期2Q  1,714株 22年5月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年5月期2Q 240,152株 22年5月期2Q 230,222株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対
する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成22年７月13日に公表いたしました業績予想のうち、通期について本資料において修正しております。 
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信【添付資料】 ３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期累計期間（平成22年６月１日～平成22年11月30日）におけるわが国経済は、政府による経済対策

効果等もあり一部に景気回復の兆しが見られるものの、急激な円高の進行、デフレ経済の長期化等に加え個人所得

や雇用環境の改善が進まないこと等を背景に、引き続き厳しい状況が続きました。 

不動産業界におきましては、住宅ローン減税の拡充、住宅取得時における生前贈与の非課税限度枠の拡大、低

金利政策及び住宅エコポイント等住宅取得に関する各種施策が追い風となりました。 

その結果、持家をはじめとする新設住宅着工戸数に持ち直しの動きが見られる等、不動産市場は回復基調にあ

ることが窺えます。  

このような状況下、当社は、「より良いものを、より安く、より早く」の信念のもと、徹底した原価管理と品

質向上に努め、良質な戸建分譲住宅を提供してまいりました。 

業績につきましては、引き続き採算面を重視した営業戦略を推進した効果により利益率が大幅に改善いたしま

した。また、戸建分譲事業における販売戸数は、950棟と前年同期比255棟の増加となりました。 

この結果、当第２四半期累計期間の売上高は、28,598百万円(前年同期比30.6%増)となりました。営業利益は

4,257百万円(同130.0%増)、経常利益は4,178百万円(同128.6%増)、四半期純利益は2,373百万円(同128.7%増)とな

りました。 

なお、当第２四半期会計期間の売上高は、15,170百万円(前年同会計期間比84.1%増)となりました。営業利益

は、2,293百万円(同169.3%増)、経常利益は、2,236百万円(同166.8%増)、四半期純利益は、1,278百万円(同171.3%

増)となりました。  

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ7,094百万円増加（前事業年度末比24.6%増）

し、35,929百万円となりました。これは、引き続き良質な物件の仕入れを推進した結果、たな卸資産が4,954百万

円増加（同24.2%増）したことが主因であります。 

当第２四半期会計期間末における負債は、前事業年度末に比べ5,360百万円増加（同45.2%増）し、17,233百万

円となりました。これは、たな卸資産の増加等に伴い短期借入金が6,110百万円増加（同187.2%増）したことが主

因であります。 

当第２四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末に比べ1,733百万円増加（同10.2%増）し、18,695百

万円となりました。これは、四半期純利益の計上により利益剰余金が1,844百万円増加（同13.5%増）したことが主

因であります。 

  

当第２四半期累計期間末における「現金及び現金同等物」(以下、「資金」という。)は、主に財務活動での獲

得により前事業年度末から1,944百万円増加して4,604百万円となりました。 

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因等については、次のとおりであり

ます。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期累計期間における営業活動の結果、使用した資金は3,074百万円(前年同期は2,302百万円の獲得)

となりました。 

これは、税引前四半期純利益4,090百万円を計上したものの、たな卸資産の増加4,954百万円及び法人税等の支

払2,337百万円があったことが主因であります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期累計期間における投資活動の結果、使用した資金は82百万円(前年同期は314百万円の使用)であり

ます。 

これは、短期貸付金残高の純増加60百万円及び有形固定資産の取得による支出13百万円が主因であります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期累計期間における財務活動の結果、獲得した資金は5,102百万円(前年同期は3,026百万円の使用)

であります。 

これは、たな卸資産の増加等に対応した短期借入金残高の純増加6,110百万円が主因であります。 

  

１．当四半期の業績等に関する定性的情報
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（３）業績予想に関する定性的情報 

通期の業績予想につきましては、第２四半期累計期間の業績等を踏まえ、利益面について前回公表予想を上回

る見込みであるため修正いたします。   

なお、第３四半期及び第４四半期合計の販売棟数は、1,080棟（通期合計2,030棟）を計画しており、通期の売

上高は60,000百万円（前事業年度比28.2%増）、営業利益は7,157百万円（同33.0%増）、経常利益は7,000百万円

（同31.1%増）、当期純利益は3,981百万円（同27.0%増）を見込んでおります。  

  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①税金費用の計算 

四半期会計期間に係る法人税等については、四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益(累計期間)に当該見積実効税率を乗じて計

算する方法によっております。なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

②法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法  

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状

況に著しい変化がないと認められる場合には、前事業年度において使用した将来の業績予想やタックス・プラ

ンニングを利用する方法によっており、前事業年度末以降に経営環境等に著しい変化があるか、又は、一時差

異等の発生状況に著しい変化が認められた場合には、前事業年度末において使用した将来の業績予想やタック

ス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっております。 

③固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。 

④その他影響が僅少なものについて、一部簡便的な方法を採用しております。  

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

なお、これによる営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響は僅少であります。  

  

２．その他の情報
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年11月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年５月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,625 2,674

販売用不動産 4,198 3,310

仕掛販売用不動産 18,612 15,064

未成工事支出金 2,597 2,079

前渡金 326 168

前払費用 31 22

繰延税金資産 263 263

その他 226 74

流動資産合計 30,882 23,657

固定資産   

有形固定資産   

建物 2,079 2,057

減価償却累計額 △408 △359

建物（純額） 1,671 1,698

工具、器具及び備品 161 159

減価償却累計額 △116 △110

工具、器具及び備品（純額） 44 48

土地 2,248 2,248

有形固定資産合計 3,964 3,995

無形固定資産   

ソフトウエア 196 225

電話加入権 2 2

無形固定資産合計 198 227

投資その他の資産   

投資有価証券 421 477

関係会社株式 10 －

出資金 4 4

関係会社出資金 102 102

長期前払費用 3 4

繰延税金資産 212 212

その他 130 153

投資その他の資産合計 884 954

固定資産合計 5,047 5,177

資産合計 35,929 28,834
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（単位：百万円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年11月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年５月31日) 

負債の部   

流動負債   

営業未払金 3,427 3,332

短期借入金 9,375 3,265

1年内返済予定の長期借入金 530 630

未払金 137 96

未払費用 334 146

未払法人税等 1,748 2,377

前受金 310 255

預り金 76 55

賞与引当金 － 183

役員賞与引当金 19 30

その他 3 3

流動負債合計 15,962 10,375

固定負債   

長期借入金 464 730

退職給付引当金 221 212

役員退職慰労引当金 243 221

保証工事引当金 302 306

その他 37 25

固定負債合計 1,271 1,497

負債合計 17,233 11,872

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,429 1,429

資本剰余金 1,937 1,937

利益剰余金 15,459 13,614

自己株式 △112 －

株主資本合計 18,712 16,981

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △17 △18

評価・換算差額等合計 △17 △18

純資産合計 18,695 16,962

負債純資産合計 35,929 28,834
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（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年６月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成22年11月30日) 

売上高 21,900 28,598

売上原価 18,297 22,150

売上総利益 3,602 6,447

販売費及び一般管理費 1,751 2,190

営業利益 1,850 4,257

営業外収益   

受取利息 1 2

受取配当金 2 2

雑収入 4 9

営業外収益合計 7 14

営業外費用   

支払利息 30 76

雑損失 － 17

営業外費用合計 30 93

経常利益 1,828 4,178

特別利益   

投資有価証券売却益 － 2

特別利益合計 － 2

特別損失   

投資有価証券評価損 － 53

固定資産除却損 6 0

店舗閉鎖損失 4 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6

ゴルフ会員権評価損 － 30

特別損失合計 10 90

税引前四半期純利益 1,817 4,090

法人税等 780 1,717

四半期純利益 1,037 2,373
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年６月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成22年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 1,817 4,090

減価償却費 88 79

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6

賞与引当金の増減額（△は減少） － △183

退職給付引当金の増減額（△は減少） 19 9

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △11

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8 22

保証工事引当金の増減額（△は減少） △22 △3

受取利息及び受取配当金 △3 △5

支払利息 30 76

投資有価証券評価損益（△は益） － 53

投資有価証券売却損益（△は益） － △2

有形固定資産除却損 6 0

ゴルフ会員権評価損 － 30

たな卸資産の増減額（△は増加） 3,299 △4,954

前渡金の増減額（△は増加） △175 △157

その他の資産の増減額（△は増加） 63 △98

仕入債務の増減額（△は減少） △2,870 94

前受金の増減額（△は減少） △1 55

その他の負債の増減額（△は減少） 72 238

小計 2,333 △660

利息及び配当金の受取額 3 5

利息の支払額 △31 △82

法人税等の支払額 △3 △2,337

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,302 △3,074

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △7 △6

短期貸付金の純増減額（△は増加） － △60

関係会社株式の取得による支出 － △10

出資金の払込による支出 － △0

出資金の売却による収入 － 0

有形固定資産の取得による支出 － △13

無形固定資産の取得による支出 △2 －

投資有価証券の取得による支出 △305 △300

投資有価証券の売却による収入 － 306

投資活動によるキャッシュ・フロー △314 △82

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,392 6,110

長期借入金の返済による支出 △393 △365

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △240 △1

自己株式の取得による支出 － △112

配当金の支払額 － △528

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,026 5,102

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,038 1,944

現金及び現金同等物の期首残高 4,649 2,659

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,610 4,604
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該当事項はありません。  

  

  

該当事項はありません。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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（１）販売の状況 

当第２四半期累計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

  

不動産分譲事業（建売分譲・宅地分譲）の地域別販売実績は、次のとおりであります。 

４．補足情報

セグメントの名称  
  

当第２四半期累計期間 
（自 平成22年６月１日 
至 平成22年11月30日） 

  
  前年同期間比 

  （％） 

件数 金額（百万円）   

  

１.戸建分譲 
                 

  

（1）建売分譲 
 914  27,667  30.2

  

（2）宅地分譲 
 36  741  54.2

  

（3）請負工事 
 9  98  30.7

  

２.マンション分譲 
 －  －  －

  

３.その他 
                 

  

（1）賃貸 
 －  1  △42.7

  

（2）その他 
 －  90  54.7

合計  959  28,598  30.6

地域 件数 金額（百万円） 前年同期間比(%)  

東京都  233  8,625  △4.4

埼玉県  218  6,009  10.7

神奈川県  166  5,442  81.9

千葉県  248  6,197  161.0

愛知県   61  1,550  20.1

宮城県   24  581  △6.7

合計  950  28,408  30.7
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